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交通網問題対策等調査特別委員会設置要綱 

 

１ 設置の目的 

  豊岡市の基幹交通網の整備をはじめ、市民生活の利便性等を高めるための

公共交通機関の諸課題等について調査を行うため、地方自治法第109条及び豊

岡市議会委員会条例第５条の規定に基づき、特別委員会を設置する。 

 

２ 委員会の名称      

    交通網問題対策等調査特別委員会 

 

３ 委員の定数 

    ８名 

 

４ 付議事件 

 ⑴ 北近畿豊岡自動車道、山陰近畿自動車道（鳥取豊岡宮津自動車道）、但馬

空港及び鉄道に関する調査研究等 

⑵ 路線バス等地域公共交通に関する調査研究等 

 

５ 委員会の設置期間     

    調査完了の時期まで 

 

６ 調査の経費     

    議会費の中で議長の定める額 

 

７ その他           

    設置期間中、議会の閉会中も継続調査できるものとする。 

 

 

＜別紙１＞ 
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交通網問題対策等調査特別委員会重点調査事項 

2023.03.22 

 

１ 高規格道路に関する事項 

○ 北近畿豊岡自動車道の事業推進に関すること 

○ 山陰近畿自動車道（鳥取豊岡宮津自動車道）の事業推進に関すること 

 

 

２ 但馬空港に関する事項 

○ 空港の利用促進並びに支援体制に関すること 

○ 東京直行便の実現に向けた事業推進に関すること 

 

 

３ 路線バス等地域公共交通に関する事項 

○ 市内公共交通網の充実並びに利用促進に関すること 

 

 

４ 鉄道交通に関する事項 

○ 鉄道交通の維持・存続並びに利用促進に関すること 
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午前９時２５分開会 

○委員長（竹中  理） それでは、ただいまから交

通網問題対策等調査特別委員会を開会いたします。 

 まず、委員長の挨拶ということで、今日朝すごい

霧で、もう朝本当に前が見えなかったような状況で

ありますけれども、今日一日、何かすごくいい天気

になるということなので、本来、今日空港のほうに

管内視察予定してたんですけど、空港のほうがお忙

しいということで、ちょっと行けなかった状況なの

で、また後で考えたいと思います。 

 ＷＢＣも気になるところでございますけれども、

始めたいと思います。 

 それでは、まず、本日の委員会に当たり、田原宏

二委員から欠席届が提出されておりますので、ご了

承願います。 

 次に、当局から、冨森建設課長より欠席する旨の

申出がありましたので、ご了承願います。 

 それでは、協議事項に入ります。 

 協議事項に入ります前に、連絡させていただきま

す。委員会中の発言につきましては、必ず委員長の

指名を受けてからマイクを使用して発言いただき

ますようお願いいたします。また、最初に課名と名

字をお願いします。 

 委員会所管事項の現状についてを議題といたし

ます。 

 委員の皆さんはＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上のフォル

ダー、交通網問題対策等調査特別委員会２０２３、

３月２２日の中に配信しております資料をご覧く

ださい。 

 それでは、建設課、都市整備課の順で説明をお願

いいたします。 

 はい。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） おはようございます。 

 ２ページをお開きください。よろしいですか。

（「はい」と呼ぶ者あり） 

 まず最初に、北近畿豊岡自動車道の事業進捗につ

いてご説明します。 

 前回１２月２３日に説明をさせていただきまし

たので、大きく変わったようなとこを中心に説明さ

せていただきます。 

 まず、この２ページの中の概要及び進捗状況の２、

豊岡道路（Ⅱ期）のとこなんですけども、そちらの

２０２２年度、調査、予備設計、用地測量、実施中

とこれしてるんですけども、用地測量につきまして

は完了いたしました。そして、この３月の１６日に

関係地区であります岩井、奥岩井、それから１７日

に口岩井、そして２０日の日に戸牧、ここの地権者

の方を対象に地元説明会のほうを開催しておりま

す。何とか２３年度には工事着工ができるように、

現在調整のほうを行っているところです。 

 次に、３ページです。３ページの５、その他のと

ころで、現在、北近畿豊岡自動車道の山本地内、日

高北インターの南側なんですけども、西側の斜面が

ずって防災工事のほうが続いてるんですけども、ま

だ工事につきましては２３年度中も続きます。ただ、

まだ完成の時期については、国のほうからお聞きは

していないという状況です。道路交通に対しては通

行上は何も支障がない状態で工事のほうをされて

おりますので、早期の完成を待つところというとこ

でございます。 

 資料としまして、北近畿豊岡自動車道の写真をお

送りしてると思うんですけども、そちらを開いてい

ただけますか。よろしいですか。（「はい、大丈夫

です」と呼ぶ者あり） 

 そしたら、豊岡自動車道の進捗状況をこちらのパ

ワーポイントのほうで説明させていただきます。 

 これは、１枚目の資料につきましては北近畿豊岡

自動車道全体を示しております。現在、これ右に春

日ジャンクションインターがあって、そこからずっ

と左側に行って、和田山八鹿、それから豊岡北ジャ

ンクションインターまで、ここまでの間が約７３キ

ロありまして、現在、但馬空港インターチェンジの

とこまでが供用できております。全体としましては、

９割が供用開始になっております。そして残り、但

馬空港から豊岡インターの２キロ、それから豊岡イ

ンターから最終の豊岡北までの５キロ、この分が現

在事業中ということで、全線事業化になっていると

いう状況でございます。 
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 次に、２枚目を見てください。これが豊岡道路、

先ほど言いましたこの２キロ区間で、現在こちらの

ほうが工事を進められておって、令和６年の秋に開

通予定ということがもう既に国のほうから発表さ

れております。 

 ３枚目の写真を見ていただきたいと思います。こ

ちらの写真は、但馬空港インター付近から北向きの

工事状況を写しております。ちょうど写真の左下の

ほうに橋台が見えると思いますけど、これよくここ

を通って北近畿自動車道に乗られるときに目にさ

れていると思うんですけど、今、既に橋台ができて

いて、北側についてはトンネルのほうも掘削されて

いるという状況でございます。 

 ４枚目を見てください。これちょうど空港インタ

ーと豊岡インターの中間付近になるんですけども、

左側に（仮称）佐野トンネルの北側の坑口が写って

ます。それから、右側が（仮称）戸牧トンネルの南

側の坑口です。この戸牧トンネルにつきましては、

令和３年の７月に貫通しております。現在、図面の

左の佐野トンネルのほうを掘削中という状況でご

ざいます。 

 それから、５枚目が、豊岡インターから南側を見

ております。ちょうど写真の右上に白い建物が見え

ると思いますけども、これが豊岡病院になります。

ちょうど道路が３本ありますけども、真ん中が本線、

それから左側がオフランプ、下りるほうの車線です。

右側がオンランプといって乗るほうの車線になっ

て、こういったようなことで、まだ道路としての形

はできておりませんけれども、橋台とか橋梁のほう

がほぼほぼできている状況になっております。 

 それから、最後、６枚目を見てください。これが

豊岡インター付近から南側を見た絵です。これ、写

真の右上に行きますと、今現在兵庫県のほうが整備

されております但馬空港線ということで、但馬空港

のほうに行く道になります。それから、写真の左側

が豊岡インター線、病院の前を通って戸辺羅山トン

ネルに向かう道路になっております。 

 大体現在、豊岡道路の進捗状況としましたら、こ

のような、今見ていただいたような状況になってお

ります。これといった大きな問題もなく今順調に工

事が進んでいるというふうにお聞きしております。 

 次に、資料から戻っていって４ページをお開きく

ださい。よろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 山陰近畿自動車道の事業促進についてご説明し

ます。これも大きく変わった点を中心に説明させて

いただきます。 

 概要及び進捗状況の３、豊岡道路なんですけども、

一番下に２２年度、地質調査実施中と書いてありま

すけれども、現在、国のほうでいろいろと調査をさ

れておりまして、２月２８日に直轄調査結果を兵庫

県のほうに報告されました。 

 この報告内容としましたら、まず、ここは非常に

長いトンネルがあるんですけども、貫入岩とか断層

破砕帯が分布する可能性が高く、トンネルを掘った

ときに突発湧水、あるいは切り羽の崩壊が生じる危

険性があるということで、トンネル掘削時の突発湧

水、切り羽崩壊などが懸念されるということが１点。 

 それから、トンネルの坑口付近は非常に崩壊した

跡が多数見受けられるので、地滑りあるいは岩盤崩

壊が懸念されるということがあります。 

 それから、３点目は、円山川を渡る橋なんですけ

ども、非常に円山川につきましては分厚い軟弱層が

あって、非常に施工が難しいような高度な技術が要

求されます。そういったことから、円山川渡河部の

基礎工の設計施工にいろいろと知恵を出さなけれ

ばならないということがございます。 

 そして、４つ目は、二見水源があるんですけども、

この二見水源というのは約２，６００世帯に配水さ

れているんですけども、その近くをトンネル掘削す

るということで、二見水源地への影響が懸念される。 

 これら大きな課題として、トンネル掘削時の突発

湧水、切り羽崩壊、それから２つ目にトンネル坑口

付近の地滑り、岩盤崩壊、円山川渡河部の基礎工の

設計施工、それから４点目に二見水源地への影響、

これら非常に技術的課題に留意しながら詳細調査

を実施しなければならないということで、非常に高

度な技術を活用することにより事業実施が可能と

なる、こういった内容を国のほうから兵庫県のほう
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に報告されました。 

 それで、国のほうでは、２月の２８日に２０２３

年度の予算に向けた新規事業採択時評価手続とい

うものに着手することが発表されました。そして、

３月１５日には、先ほどの採択時の評価が実施され、

有識者の委員会で国による整備については妥当と

いう判断が示されました。それに伴いまして、関連

の予算案が国会で成立すれば国による直轄事業が

行われるという運びになります。 

 最後、５ページを見てください。５ページ、７の

その他のとこなんですけども、今年の１月に国への

山陰近畿自動車道の要望を行う予定だったんです

けども、非常に、１０年に一度の大雪ということで

大会のほうは中止になりました。大会は中止になり

ましたけども、鳥取、兵庫、京都の３府県の協議会

のほうから、国会議員の先生方と国交省へは要望書

のほうを配付いたしております。 

 それと、今の山陰近畿の関係で、鳥取県側が３月

の１２日に浦富から東浜の３．８キロが開通しまし

た。この開通によって兵庫県の新温泉町と鳥取市が

高規格道路で直結されたことによって、全体の区間

で約４分短縮されるということが、皆さんも新聞で

も見ておられると思いますけども、そういった事業

効果のほうが出ていると、こういった状況になって

おります。 

 今の高規格道路については以上です。 

○委員長（竹中  理） どうぞ。 

○都市整備課長（久田  渉） ７ページをご覧くだ

さい。まず、空港の利用促進と利便性の向上につい

て説明させていただきます。こちらにつきましても、

昨年の１２月の委員会から進捗のある項目を中心

に説明をさせていただきます。 

 まず、１番、大項目の１つ目です。運賃助成や小

学生の社会見学支援による利用促進につきまして、

全部で６つを上げていますが、この中で、空港運賃

助成事業とか小学生の飛行機体験搭乗事業、あと新

成人の記念事業とか小学校の社会見学事業などは、

この２月末時点の利用人数等、記載のとおりでござ

います。 

 その中で、（５）の中学、高校、大学特別支援学

校の学生の方への無料航空券の贈呈事業につきま

しては、１２月の１５日より実施をしておるところ

ですが、今回その利用状況について説明をさせてい

ただきます。 

 対象者は約４，９００人に対し、２月末時点の利

用者は約２．８％、１３７人ということになってま

す。現在は１５０人以上になってます。今回利用さ

れた方は、通常利用ではなく学生の新規利用である

ことが想像できることから、今後の空港利用のきっ

かけになればとうれしく思っており、一定の成果が

上がっているものと考えております。 

 なお、今回添付資料としまして、搭乗者数や利用

率等が確認できるＡ３の一覧表を添付しておりま

す。ちょっと内容だけ簡単に説明をさせていただき

ますけども、よろしいでしょうか。字が小さいんで

すけど。 

○委員長（竹中  理） はい。 

○都市整備課長（久田  渉） すみません。縦長に

なってまして、平成６年の開港以来からこの令和４

年度まで、２９年目になるんですかね。表の中の構

成は月別になってまして、それぞれ一番最後に合計

欄になってます。先ほど言いました利用者数である

とか利用率、それから伊丹から東京にそのまま乗り

継いで行かれる方がどれぐらいあったのかという

ようなことが書いてます。例えば令和４年度でいき

ましたら、利用者は２万５，０００余り、それから

利用率にすると４４．１％、就航率というのは、ど

れぐらい月の中で飛んだかというもので、９０％以

上で就航しています。一番最後の３７．２％ってい

いますのが、東京への乗り継ぎで、３人に１人の方

は東京までそのまま行っておられるという状況で

す。 

 今年、今回１２月と１月が３９．２％とか、１月

については、３２．１％ということでなぜか悪いん

ですけども、３月は、かなり盛り返してまして、今

現在で６５％になり、全体的な利用率は４４％程度

ですけど、最終的には４６から７％の間ぐらいにな

らないかなといったようなことで考えております。 
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 続きまして、すみません、資料に戻っていただき

まして８ページをご覧ください。よろしいですか。

（「はい」と呼ぶ者あり） 

バス交通の充実と利用促進についてです。こちら

につきましても、前回から進捗のあった項目のみ説

明をさせていただきたいと思います。 

 大きい項目２つ目の地域の実情に応じた新たな

交通モードの検討としまして、アの竹野南地区の新

交通モードの実証運行についてです。 

 １０月から２月末時点での利用者は延べ約４０

０人程度となっています。地元の移動の足として一

定の効果は上がってはいるものの、あくまでもこれ

も実証実験ということであります。この令和５年度

中をめどに、地元の方とも協議を重ね、議論をさせ

ていただいて、最終的な交通モードを決定したいと

考えているところです。 

 次に、イの日高地域の福祉モビリティーの実証事

業についてです。 

 本事業の今後の予定ですけども、４月以降も引き

続き現在の福祉Ｍｏｖｅｒを活用しまして実証実

験を続けたいと考えておりますが、最終的には現在

の仕組みでの課題、それから実験してみてできるこ

とやできないことなどを整理ができた時点で、でき

ればこの上半期をめどに実験の一定の区切りをつ

けていきたいと考えているところです。 

 それから、大きい項目３つ目の市街地循環バス、

コバス、市営バス、イナカー、地域主体交通チクタ

クの運行支援のイ、市営バス、イナカーにつきまし

ては、これは前回も説明させていただきましたけど

も、例年のことではありますけども、１月に路線ご

との意見交換会を開催してます。会議の主な内容と

しては、運行条件に係る事業の報告や、ダイヤ改正

がある場合ではその変更点などを説明させていた

だいて、意見交換を行うものです。 

 今回、夜開催ということで、皆さん乗っておられ

る方が参加していただくのがいいんですけども、な

かなか難しいということで、今回利用者の方にアン

ケート形式での意見や感想を集計したものを整理

しまして、それを参加者の皆さんへ情報共有をした

ところです。 

 それから、今回、資料としまして、またコバスと

イナカーとチクタクのそれぞれの利用者や年間委

託料の資料をつけております。過去３年程度と思っ

たんですけど、コロナの関係で数字があまりはっき

り見えないもんですから、それぞれコバス、イナカ

ー、チクタクとも過去５年間、利用者さんの人数と

それから契約の金額のほうも提示をさせていただ

いてます。これにつきましては、また後でご覧いた

だけたらと思います。 

 それから、また、資料に戻っていただきまして、

大項目４つ目です。運行事業者、地域と協働したモ

ビリティー・マネジメント及び利用者の確保に向け

たイベントの実施ということで、４つ上げておりま

す。この中で、イの市の職員の管内移動に係る公共

交通利用回数とか、ウのノーマイカーデーの販売枚

数は記載のとおりですが、結論としましては、ノー

マイカーデーは第４金曜日も追加したことによっ

て、データとしては単純に２倍の効果が出てます。 

 それから、職員の移動につきましても、２４０人

程度、５月から利用していただいとるということで、

一定の成果が出ているものと考えているところで

す。 

 それから、最後の資料の１０ページをご覧くださ

い。鉄道の利用促進についてです。こちらにつきま

しても、前回から進捗のあったところを説明をさせ

ていただきます。 

 大項目１の利便性向上のための機運醸成と要望

活動につきましては、（５）ＪＲ西日本の経営改善

に伴う路線見直しの方針のアのＪＲローカル線の

維持存続及び利便性向上に係る要望について、若干

進展がございました。こちらにつきましては、先月

の２月の１３日に９名の県会議員の方によるＪＲ

ローカル線の維持議員連盟という組織を立ち上げ

られました。これにつきましては、県の知事部局や

議会側、それから我々沿線自治体が一丸となって利

用促進に取り組み、赤字路線への支援制度の創設等、

一緒になって国へ働きかけようということが確認

をされたところです。 
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 この２月１３日の後、早速ですが、先週３月の１

５日には知事と、それから今回都合がつかない、議

員連盟の方は出席できなかったんですけども、沿線

自治体によるローカル線の維持・利用促進検討協議

会、合同で国土交通省の鉄道局に、新たなことでＪ

Ｒローカル線の維持に関する要望活動を実施して

きたところです。 

 続きまして、イのＪＲローカル線維持・利用促進

検討協議会につきましては、これは先月、２月の１

日にはなりますけども、最終の第３回目となる検討

協議会が開催をされております。 

 今後の利用促進の取組方針として、１つ目には路

線ごとの取組、２つ目には全県的な取組、それから

３つ目には、もうこれで終わるのではなく、引き続

き検討協議会や各路線ごとのワーキングチームの

体制を継続維持して、次年度以降も協議会等を進め

ていくというような大きな３つの方針が示された

ところです。 

 本市としましても、こうした検討結果を踏まえ、

移動特性やニーズをさらに深掘りをしまして、これ

までの利用促進策とは異なった実効性のある利用

促進策を地域と協働して実行していくため、区長会

やコミュニティなど、議論を行いながら実現可能と

なった施策から積極的に取り組みたいと考えてい

るところでございます。 

 説明は以上です。 

○委員長（竹中  理） 以上ですね。 

 それでは、説明は終わりました。 

 質疑、意見等はございませんでしょうか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） ＪＲの関係でちょっと１点お

聞きします。 

 ＪＲのほうの方向性としては、観光というところ

でこの山陰線のほうの利用を促進していくという、

その中での稼ぎで生活者を支えていくというよう

なお話をお聞きしたんですけども、そういう点で今、

県のほうでデスティネーションキャンペーンの話

が出てたんですけども、その辺の市としての取組状

況というか、そういう方向っていうのは、ちょっと

部局が違うので何ともっていうとこはあるかもし

れないんですけど、何か分かる範囲でお知らせいた

だきたいと思います。（「ＤＣか」と呼ぶ者あり）

はい。 

○委員長（竹中  理） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 直接今、豊岡市のほ

うがＤＣに何らかの形でということではないんで

すけども、これは今年の７月から９月、３か月間で

ＪＲの各６社、と今年は兵庫県とが一緒になってイ

ベントをやっていくというものです。 

 今のところ、豊岡のほうとして直接いうことはな

いんですけども、観光利用というのもそうなんです

けども、今年、新年度の予算で、ＪＲのことで豊岡

市として何をしていこうかということを説明をさ

せていただきますと、ふだん、竹野の、特に城崎温

泉駅から竹野の間が、以西の関係が問題だと思いま

すんで、今考えておるところでは、地元の竹野観光

協会のほうに委託させてもらって、そこで地元のほ

うの関係と、それに専門職大学の学生を一緒にディ

スカッションというか、そういう場をつくっていっ

て、それを春から、月に１回か２か月に１回になる

か分からないんですけど、定期的にディスカッショ

ンを開催して、そのディスカッションしてるもの自

体をメディアのほうにも取り上げてもらって、その

出た策を夏と秋、大体１回ずつぐらいをめどに実施

予定です。その時期をちょうどＤＣと合わせれたら

いいかなというようなところを今考えておるとこ

ろです。以上です。 

○委員長（竹中  理） 清水委員。 

○委員（清水  寛） やはりＪＲでの利用促進って

いう形で誘客をすると、いわゆる二次交通でいうと

ころが必ず出てくるんですけども、そういう意味で

特に竹野と言われたところでいえば、しっかりとそ

この接続の部分、バス交通であったり、その辺まで

考えていく必要っていうのが、同じ公共交通として

は地域の端々まで運ぶという動きが必要かなと思

うんですけども、今までなかなかその辺の連動がで

きてないというのが現実あったと思うんです。なの

で、改めてその辺の取組というのをしっかりしてい
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く必要があるかなと思います。その点についていか

がお考えですか。 

○委員長（竹中  理） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 今、言われますよう

に、当然二次交通としてバスの接続もということで

考えていますけど、まだ実際動きがないです。 

 ただ、竹野南の話がありまして、どうしても竹野

南の方はどちらかといいますと豊岡市のほうに乗

り入れしたい。それから、中竹野と海岸のほうの方

は直接竹野駅のほうに行きたいということがあり

ます。今は竹野南だけの話で、先ほども言いました、

今年度めどに新しいモードを確立していきたいと

いうのはあるんですけども、我々としましては行く

行くもう竹野全体、南も中も竹野海岸も全てでトー

タル的に考えていて、それぞれで、日高で去年やり

ましたあり方懇話会といいますか、ああいうのを竹

野全体でやっていって、取っかかりは南だけでいき

ますけども、最終的には全域でちょっと考えていっ

て、そのときに委員言われますような、ＪＲのこと

もですけど、住民の方はまだバスのことについてど

うこうという意識がないもんですから、そういった

ことを一個ずつ、南でやって、あとは全体でってい

うのが今のところ考えております。 

○委員長（竹中  理） 清水委員。 

○委員（清水  寛） これは質問ではないんですけ

ども、やはりバスの利用者っていうのは、先ほどＤ

Ｃとかでいう観光利用っていう目線と、生活で利用

していくっていうのではおのずと使い方が変わっ

てくるのかなと思います。それはいわゆる停留所一

つ取っても多分いろいろと考える必要があるのか

なと思いますので、やはりその辺の目線を切り分け

て、しっかりと使う側により使いやすい形っていう

のを検討できるように取り組んでいただきたいと

思います。以上です。 

○委員長（竹中  理） ちょっといいですか。関連

で、いいですか。 

さっきの関連のことなんですけど、１月でしたけ

ど、１月の２７に大雪警報が出て、例の城崎まで電

車が来なかったっていう状況、先ほど言われたよう

な感じで、県のほうには、何でしたっけ、兵庫県産

業労働部観光局長のほうからＪＲのほうにそういっ

た、地元としては非常に、特に城崎とかは、観光客

が急遽電車が来ないということで非常に困られたと。

清水委員も言われたように、例えば代替で何かバス

出すとかということもせずにされたということで、

非常にちょっと大変苦労されたっていうふうに聞い

たんですけど、その辺は、市としては何か動かれた

りとかされましたですか。 

 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 直接都市整備部のほ

うにはなかったんですけども、環境経済部のほうに

地元からも声がかかって、要望をＪＲの兵庫支社に

出すから市のほうもそれに同調してくれというこ

とで、環境経済部のほうと地元の城崎の観光協会の

ほうが要望を兵庫支社に出されました。うちのほう

では特に、都市整備部として動きはないです。以上

です。 

○委員長（竹中  理） 了解です。了解しました。 

 じゃあ、義本委員。 

○委員（義本みどり） ここでお話ししていいことか

どうかも分からないんですけど、ＪＲ関連なんです

けれども、中学３年生の進行性の難病を持っている

子供さんの保護者の方が、来年子供が和田山の特別

支援学校、出石と見学に行って、どうしても和田山

の特別支援学校に行きたいんだと。進行性の難病な

んで、この子には今が、今をかなえてやりたいと、

また体が動かなくなったりすることもあるので、今

この子がしたいことをかなえてやりたいというこ

とで、解決したようなんですけれども、お母さんが

福祉のほうにご相談をされて、なかなか最初はそん

なん難しいですよと、和田山、エレベーターがない

んでしたよね、渡って改札出るのに、ないので難し

い、１人のためにそんな難しいんじゃないですかと

いうお話だったんですが、お母さんの熱意で、和田

山特別支援学校の先生も動いてくださって、ＪＲに

かなり働きかけをしてくださいまして、ＪＲが検討

をした結果、豊岡は乗れますね。１人で乗れるんで

すけど、和田山は、何ていうんだろう、高架上がら
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なくて、こっちの改札出なくて、特別な出口が何か

あるんですかね、外に。ある、私もよく分からない、

あるらしくて、今回のダイヤ改編で、朝７時の電車

をどうもそこのホームに止まるようにいろいろ考

えて配慮してくれて、そこから外に出して、そこか

ら特別支援学校のお迎えのバスに乗せてくださる

ような方向で解決ができたようなんです。 

 で、お母さんからお礼を言いたいんだけれども、

どこに誰にお礼を言っていいか分からないという

ようなお話を先日ちらっと聞きましたので、ちょっ

とここでご報告したほうが……。はい、何か聞いて

おられたら。 

○委員長（竹中  理） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 和田山のほうの管轄

も豊岡の駅長さんのほうになると思います。私のほ

うで一度、豊岡の中奥駅長さんのほうに確認してみ

て、ちょっとそういうことを尋ねて、どうさせてい

ただいたら。 

○委員長（竹中  理） 義本委員。 

○委員（義本みどり） お母さんが大変感謝されてお

ったのでということと、本来お母さんは福祉のほう

に相談したんですが、ひょっとしたらこちらと情報

共有とかして進めてもらったりとか、今ふと思った

んですけど、何かそういったことをしたほうがよか

ったのかな、どうだったのかなと、進め方として、

どうかなと思ったんですが、どうでしょうか。 

○委員長（竹中  理） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） １回確認させてもら

って、委員さんのほうに連絡を取らせていただくと

いうことでよろしいでしょうか。 

○委員長（竹中  理） 義本委員。 

○委員（義本みどり） また、福祉の障害者、あそこ

かな、障害者総合相談、保健師さんが今年からやっ

てるところ、基幹相談、基幹相談が窓口になったよ

うな話をちらっと聞いたんで、基幹相談、松田保健

師が窓口になってるところ、１階の奥のところです

ね。去年まで社協さんに委託しとって、今年からち

ょっと社協さんがいっぱいで返ってきたところが、

あっ、基幹相談だったかな、障害者の。そこが窓口

になったんだってちらっとお母さんから聞いたん

ですけれども、ひょっとしたらそことこちらがつな

がって動いていただいたりするような方向性だっ

たらよかったのかなと今ちょっと話を聞きながら

ふと思ったんですが、またご確認してみてください、

お願いします。 

○委員長（竹中  理） いいですか、答弁。 

○委員（義本みどり） はい。 

○委員長（竹中  理） ほかに。 

 前田委員。 

○委員（前田 敦司） 説明もろもろありがとうござ

います。道路のほうも順調に進んでいるとかってい

うところもありがたいなと、思って聞かせていただ

いてます。 

 その中で、１点、不勉強なのでちょっと確認の意

味で教えていただきたいんですが、コウノトリ但馬

空港の件です。利用促進としてはいろんな事業をや

っていただいてると思いますし、実際数も増えてい

ってるのかなと。このグラフで見ると感じるんです

けど、話題としてちょこちょこ、気になる話題なん

ですけど、利用者が少ないと空港がなくなるみたい

な話を聞いたりはするんですが、具体的に、例えば

これぐらい利用率が下がると必要なのか不要なの

かという議論が進んでしまうとか、そういった数字

みたいなものはご存じですか。 

○委員長（竹中  理） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 具体的な数字はござ

いません。去年まで空港のあり方懇話会という検討

会がありまして、今こういったコロナの継続して影

響があるという中で、中断といいますか、去年の春

まとめられたのが中間報告という形で取りまとめ

られました。その中の内容としましては、まず第一

に、もう一回コロナ前の状態に利用者を増やすとい

うところで今やってますんで、この数字が、例えば

利用率が今４４パーと言ってますけど、これが３０

切ったらとか、そういったことは今のところ全くな

い状態です。以上です。 

○委員長（竹中  理） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） ありがとうございます。 
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 そしたら、具体的なところはないということです

ね。理解しました。 

 ただ、個人的にはといいますか、但馬空港、やっ

ぱり便利なものだなと思うので、ちょっと安心した

いといいますか、しっかりと利用率を上げるための

取組していただきたいと思うんですけど、都市整備

だけではなくて、例えば大交流、現時点でいうと大

交流だったりとか、観光のところ何かと連携し合い

ながら、使いやすいような、こういうのが必要だよ

っていうふうな意見交換みたいなのは市役所内で

も行われてたりもしますか。 

○委員長（竹中  理） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 具体的に定期的には

開催しておりませんけども、イベントとかいうとき

には、推進協議会いうのがあります、４階のほうに。

そっちのほうとは相談して、大交流ともイベントの

あるときは確認させてもらってますけども、定期的

に月に１回とか２か月といったようなことは開催

していない状況です。以上です。 

○委員長（竹中  理） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） どういう方が利用されるのか、

ビジネスマンの方が利用されてたりとか、旅行で来

られる方が利用されてたりとかっていうところは

想像されるんですけど、学生の子たちはまた別の話

として、そういったビジネスマンでも旅行者でも、

何を使って移動するのかっていうところで、変な話

が、所得が変わってくるといいますか、そういうと

ころもあるのかなと思っていて、例えば車で高速道

路も使わずに移動するっていう、僕も学生時代は過

ごしていて、それが高速道路使うようになったりと

か、鈍行列車を使うのか、特急を使うのか、いやい

や、もう飛行機使ってぴゅんと行くっていう人がど

んだけこの地域に来てもらえるのかというところ

は、この豊岡市に落ちるお金も変わってくるのかな

というところもあるので、ぜひその辺もしっかり協

議した上で進めていただけたらなと思います。これ

は質問ではありません。以上です。 

○委員長（竹中  理） ほかにありませんか。 

 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） すみません、ちょっと確認だ

けです。 

 ＪＲローカル線の維持議員連盟、県議９名という

ような、当然豊岡、養父、朝来、そういう南のほう

が入ってるんですけど、どこの範囲の議員さんとい

うこと、その情報だけです。 

○委員長（竹中  理） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） まずは、９名の方は、

メインとなられとる方が西脇、多可郡の代表の内藤

議員さん、４路線ある中の今回議員連盟さんが意識

されてたっていうのを聞いた内容としましては、加

古川線の利用率がたしか乗車密度が２００人、３０

０人ぐらい、一番危機感を持たれてまして、そこの

西脇市長もそれには同調されたということで、メイ

ンは加古川線代表です。 

 ちなみに、９名の方、ちょっとだけ言わさせても

らうと、自民党の関係ではうち豊岡市の門間議員、

それから赤穂郡、赤穂市のほうで長岡県会議員と養

父市と朝来市の藤田議員、それからたつの市のとこ

で松井議員が自民党の関係で、次に、自民党兵庫の

ほうで、丹波市の石川議員、美方郡の橘議員、それ

から先ほど言いました西脇市の代表で内藤議員と、

それからたつの市のほうで山口議員と。今、８名お

られます。ひょうご県民連合いうところの神崎郡の

代表で上野議員で、一番の会長さんが石川議員です。

内藤議員は事務局長ということですけども、発起人

としましては内藤議員がというような状況です。以

上です。 

○委員（岡本 昭治） ありがとうございました。 

○委員長（竹中  理） じゃあ、須山委員。 

○委員（須山 泰一） よろしくお願いします。 

 １つ目、ちょっとお聞きしたいのは、江原駅がた

しか無人化が２月か３月かからでしたね。江原駅、

それで豊岡の管轄、豊岡、城崎、竹野ですか、その

それぞれのそういう人員の状況を教えていただき

たい。 

 僕、国府育ちなんで無人駅だったんですけど、江

原はさっきの話だったらエレベーターもある駅で

すけど、人が、駅員さんおらんようになるいうこと
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で不便になってないか、一つ。 

 それから、日高のことでいえば、あり方勉強会で

すか、去年４回されたいう、僕も後で知って、今年

は竹野でされるいうことですけど、まあまあ日高も

今年はないんでしょうか、そこも教えていただきた

い。 

 それから、ノーマイカーデーが１，４００枚で、

さっき職員さんがそのうち２４０人使われたとい

う意味だったんでしょうか。それもちょっと教えて

いただきたい。 

 それから、竹野南のことでしたけど、１０月から

２月で延べ４００人いうことでしたけど、これは増

えていってますかどうか、それもお聞きしたい。 

 それから……。 

○委員長（竹中  理） うん、ちょっと待って、取

りあえず。 

○委員（須山 泰一） あっ、はい、すみません。 

○委員長（竹中  理） 取りあえず。 

 じゃ、久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） まず、駅の状況です

けども、みどりの券売機プラスが、豊岡は変わって

ないです。江原駅は３月の５日に設置をしまして、

６日の日から無人になっています。八鹿駅は２月の

１５日で、１６日から、ただ八鹿駅は無人になっと

るかどうかちょっと確認できていません。駅の関係

はそうです。 

 それから、日高のあり方検討会、勉強会について

は、竹野は今年からすぐ始めるというのではなく、

取りあえず竹野南とやっていって、その引き続きで、

これが今年度になるかは別ですけど、引き続き竹野

地域全体での勉強会をするということでは今のと

ころまだないです。南のほうとやっていきます。 

 それから、ノーマイカーデーの１，４００枚は、

市の職員が移動したのが２４０人ほどです。ノーマ

イカーデー５００円を配ったのは、市内の対象市民

が対象になって１，４００枚売れたということなん

です。 

○委員（須山 泰一） 竹野南の延べ４００人。 

○都市整備課長（久田  渉） すみません。４００

人も、特にこの１月、２月、徐々に増えてます。最

初は月４０人ぐらいだったんですけども、今は８５

人とか８０人台になっておるような状況で、トータ

ルが４００人ということです。以上です。 

○委員長（竹中  理） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございました。 

 そうですね、取りあえずほかの聞きたいことから

ですけど、日高の福祉モビリティーですか、あれは

タクシー業者さんにちょっと当たってみるとかい

う話があった思いますけど、それはどうなったかお

聞きします。 

 それから、もう一つは、イナカーの意見交換会、

僕も三方と八代がセットになった意見交換会行か

せてもらいました。久田課長もおられました。６地

域で５回ということは、ひょっとして日高だけ八代

と三方がセットでされたということでしょうか。 

 それから、アンケートですけど、どのぐらいあれ

回収されたのか、１２月一月だけって聞いたような

気がしたんですけど。その辺りお聞きします。 

○委員長（竹中  理） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 福祉モビリティーの

関係は、実は年内ずっと当たってたんですけど、前

回から報告はしてもらってるように事業者さん、１

事業者さんしか参画していただけなくて、年明けて

実は２月から全但タクシーさんのほうに契約をし

まして、マッチングできるように、福祉事業者さん

とタクシー、どちらも選べるようなことをしてるん

ですけども、今のところまだ実績がない状況です。

いわゆる利用者がまだない、今のところは、１か月

ちょっとたってますけどというような状況です。 

 それから、イナカーの意見交換会は、どことも皆

さんそろって同じ回数を開催します、４回。 

○委員（須山 泰一） ４回。 

○都市整備課長（久田  渉） はい。 

三方と八代は別個別個で開催しています。清滝と、

ちょっと待ってくださいよ、全部で４回勉強会して、

５回目をして、整理をしてます、だから。それぞれ

どっかの地区が、例えば３回でこっちが４回じゃな

くて、同じ日に皆さん集まっていただいて、テーブ
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ルで分かれてしますんで、別々、三方と八代は一緒

じゃないです。 

 すみません、それから、そのイナカーの意見交換

会をしたときのアンケートの関係ですけども、回収

できたのは３０弱ありました。感想や意見なんで、

ちなみにですけども、大きくは３つありまして、あ

りがとうございますということと、もう一つはダイ

ヤの便、ダイヤ改正をもうちょっと便利なようにし

てもらえないかっていうことと、一番切実なのはと

にかくやめないでほしい、このまま引き続きしてほ

しい、この３つが主な意見の内容でした。 

○委員長（竹中  理） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございます。 

 ちょっと今のあり方勉強会が地区ごとにテーブ

ルでされたんじゃないかと。イナカーの説明会はイ

ナカーが走ってる地域だけのやつで、６路線で運行

で、運行計画などに関わる意見交換会を５回開催っ

て、これ９ページに書いてあるんでね。６運行、６

路線だったら、路線ごとにやったら６回開催だけど、

５回になってるというのは、三方、日高の２地域を

一緒にまとめてやったからでしょうか、だと思うん

ですけど。 

○委員長（竹中  理） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） すいません。日高の

あり方勉強会と勘違いしていました。そのとおりで

ございます。その日高のあり方勉強会とイナカーの

ダイヤの意見交換会とまた別で、今委員言われまし

たように、三方と八代が一つになってるんで、６路

線で５回開催しました。それを１月の末から２月の

頭に５会場に分けて開催をしております。以上です。 

○委員（須山 泰一） 何度もすいませんが。 

○委員長（竹中  理） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） そうですね、福祉モビリティ

ーの全但タクシーとあそこの事業者さん１つ、民間

の事業者さんがどのように今後なっとって、利用者

からしたらタクシー使ってもタクシー料金が取ら

れるんでは、使おうという気にならない。 

 どれぐらいの額で使えるんか、そこら辺が知りた

いですし、あと、今のイナカーの説明会ですけど、

いろんな工夫が必要だと思います。だけど、去年ま

では日高の三方と八代は別々でイナカーの路線の

説明会はされてました。だけど、今回は日高コミュ

ニティセンターで、町なかまで八代の人も三方の人

も出てきて一緒に、時間ずらしてやるっていう形だ

ったんですけど、これはまた検討していただいて、

どうなんでしょう、三方のほうは、僕、両方参加し

ましたけど、ふだんより、１６、村があるけど、半

分ぐらいしか来てなかったように僕は見えたんで

すけど、あれ三方のコミュニティでやっとったらほ

とんどの村から誰か代表が出てきてたように僕は

思うんですけど、八代は皆さん出てこられてたよう

に思いますけど。 

 それと、アンケートですけど、全部で３０弱か、

中身はもう、ありがとうございます、ダイヤ改正、

やめないでほしいって、そういう中身だったと、全

部で３０弱。三方はゼロだったとかいって報告受け

ましたけど、確かに、貼り紙があっただけです、ア

ンケートご協力お願いしますの貼り紙が車内に一

月あっただけなんでね。これはなかなか、前、ここ

ではアンケート協力をと、バスの車掌さんが協力を

促してるということだったけど、せめてそれぐらい

ないとなかなか気づかないんじゃないかと僕は感

じました。 

 以上ですけども、その福祉モビリティーのことで

すとか、分かる範囲で教えていただければ。 

○委員長（竹中  理） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 福祉モビリティーの

タクシーの関係ですけども、料金は普通の福祉事業

者の車に乗ると１回５００円、タクシーは実費にな

ってます。実費なんですけども、その移動する範囲

が、日高の今の、例えば駅中心から森山とか三方、

距離的には、お金が幾らというのは明言できないん

ですけども、２，０００円も３，０００円もなるよ

うなことはない、１，０００円までかなというのは

思ってますけど、これも今、実験の一つですので、

これでもし今委員言われましたようにやはり料金

的にタクシーだったら高いから乗らない、乗らない

というのも一つのもうデータとして整理させてほ
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しいということなんで、実費で考えてますんで、詳

しいタクシーの料金は分かりません。以上です。 

○委員長（竹中  理） いいですか。 

○委員（須山 泰一） はい。 

○委員長（竹中  理） ほかにないようでしたら、

以上で。 

 小森委員。 

○委員（小森 弘詞） 道路の関係でちょっと教えて

ほしいんですけども、豊岡北ジャンクションに向け

ての工事着工に目指すというところで、戸牧から岩

井方面、地権者との話し合いされてるということで

すが、今の状況で反対ですとか、ネガティブな反応

をされてる方がおられるかどうかを知っておられ

たらちょっと教えてください。 

○委員長（竹中  理） 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 今、３地区回ってま

すけども、そういった反対というようなご意見は聞

いておらないです。 

○委員（小森 弘詞） よかったです。ありがとうご

ざいます。 

○委員長（竹中  理） いいですか。 

○委員（須山 泰一） もう一つ。 

○委員長（竹中  理） どうぞ。 

○委員（須山 泰一） ごめんなさい、すみません、

さっき１つ忘れてました。 

 複数の方から、出石の方から、健康指導でウェル

ストークに市から行くようにはがきが来るけど、足

がないっていう言い方を、何とか考えてくれという

ような話を聞くんです。出石からウェルストーク行

こうと思ったら、立野のバス停なんですかね、コバ

スだったらもっと近くにバス停があるんですかね。

そういう声はないですか。ここの課じゃないかもし

れないですけどね。 

○委員長（竹中  理） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 今、うちの都市整備

のほうでは具体には聞いてないです。以上です。 

○委員（須山 泰一） 分かりました。ありがとうご

ざいました、すみません。 

○委員長（竹中  理） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（竹中  理） ないようでしたら、以上で

委員会所管事項の現状については終わりますが、こ

の際、当局から何かご発言がありますか。よろしい

でしょうか。 

 それでは、ここで暫時休憩をします。 

午前１０時２３分休憩 

──────────────────── 

午前１０時２５分再開 

○委員長（竹中  理） 委員会を再開します。当局

の職員の方は退席していただいて結構です。お疲れ

様でした。 

それでは、引き続き、続けていきます。 

 次に、委員会の運営方針についてです。 

 前回までの委員会で決定しました委員会重点調

査事項をＳｉｄｅＢｏｏｋｓの本日のフォルダー

の中に、次第の資料４ページに配信をしております。

前回修正の意見をいただきましたので、ご確認をし

ていただきたいと思います。 

 重点調査事項について何かご意見はございます

でしょうか。 

 ３と４を２つに分けてさせていただいて、これで

よろしいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（竹中  理） ご意見がないということで

したら、このようにしたいと思いますので、よろし

くお願いします。 

 それでは、その他についてです。この際、何か発

言はございますか。 

 清水委員、どうぞ。 

○委員（清水  寛） 重点調査事項の中に入ってる

んですけども、鉄道もバスも利用促進に関すること

っていう内容があって、今所管課が都市整備部だけ

っていう意味では、利用促進の内容が、例えばソフ

トな話になってくるとちょっとこう部署が足りな

いのかなと。先ほどデスティネーションキャンペー

ンもお聞きしたんですけども、足りてないんちゃう

かっていう気もするんですけども、その点どうです

か。 
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○委員長（竹中  理） 何かご意見ありますか。 

○委員（清水  寛） まあ、広げると多分無限に広

がりますけど、この部分は。 

○委員長（竹中  理） 暫時休憩します。 

午前１０時２８分休憩 

──────────────────── 

午前１０時３４分再開 

○委員長（竹中  理） じゃあ、委員会を再開いた

します。 

 先ほど清水委員のほうからもいろいろご提案も

あったりとかいたしまして、次回、４月はまた新し

い事務概要ということで、市役所のほうも変わりま

して、メンバーも替わると思いますので、そのとき

にまたしっかりと調整して、また内容を絞ってやっ

ていきたいというふうに思いますので、よろしく。

それで、そういうふうな感じで進めていかせていた

だいてよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（竹中  理） じゃあ、そういうふうにさ

せていただきたいというふうに思います。 

 それでは、あと、そのほか何もないようでしたら

……。ありますか。ありますか、ほかに。特には。 

○委員（岡本 昭治） 特別委員会の、それはまた管

外視察って、一応７月でしたですかね。７月でした

か。 

○委員長（竹中  理） あっ、７月ぐらいですね、

はい。それはまた新しい、４月になってからのこと

で。 

 じゃあ、以上をもちまして委員会を閉会をいたし

ます。お疲れさまでした。 

午前１０時３５分閉会 

──────────────────── 


